
科目名 英語表現 (English Expression)

学　年 専　攻 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

後期 90時間

担　当　教　員 【常勤】　教授　後川　知美/准教授　南　優次　/准教授　池田　晶/准教授　道本　祐子

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

既習の語彙と文法事項の復習から、TOEICテストや英語プレゼンテーションにおいて必要な英語力の向
上につなげる。
（１） ビジネス場面での説明・指示を聞きとり、情報を正しく理解することができる。
（２）ビジネス文書の形式に慣れ、文章や図・表から必要な情報を取得することができる。
（３）効果的で印象的なプレゼンテーションを行うために必要な英語表現を習得する。

第1学年
生産システム工学専攻

物質工学専攻
経営情報工学専攻

必修 講義

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

日常生活やビジネスでの
情報・説明を聞きとった
り、説明や指示を理解し
TOEICリスニングセクショ
ンにて220点程度を取得
できる。

日常生活やビジネスでの
情報・説明を聞きとり、説
明や指示を理解して
TOEICリスニングセクショ
ン210点程度を取得でき
る。

日常生活やビジネスでの
情報・説明を聞きとり、説
明や指示を理解して、
TOEICリスニングセクショ
ン200点程度を取得でき
る。

日常生活やビジネスでの
情報・説明を聞きとり、説
明や指示を理解して、
TOEICリスニングセクショ
ン200点程度を取得する
ことができない。

学習・教育到達目標 (G)2 JABEE基準１（２） f

達　成　度　評　価　（％）

到達目標
②

ビジネス文書を理解した
り、文章や図・表から必
要な情報を得てTOEIC
リーディングセクションに
おいて220点程度を取得
できる。

 ビジネス文書を理解した
り、文章や図・表から必
要な情報を得てTOEIC
リーディングセクション
210点程度を取得でき
る。

 ビジネス文書を理解した
り、文章や図・表から必
要な情報を得てTOEIC
リーディングセクション
200点程度を取得でき
る。

 ビジネス文書を理解した
り、文章や図・表から必
要な情報を得てTOEIC
リーディングセクション
200点程度を取得できな
い。

到達目標
③

英語プレゼンテーション
で必要な表現を多様な
文の中で活用し、さまざ
な文を表現することがで
きる。

英語プレゼンテーション
で必要な表現を、適切な
語句とともに文の中で活
用することができる。

英語プレゼンテーション
で必要な表現を発音し、
書くことができる。

英語プレゼンテーション
で必要な表現を発音し、
書くことができない。

合計

（３）英語プレゼンテーションで必要な表現を活用できる。
（３）期末試験、口頭発表の結果から総合的に評価す
る。

20%

（１）ビジネス場面での情報を聞き取り、TOEICリスニング
セクションで目標スコアを取得する。

（２）ビジネス文書の形式に慣れ、TOEICリーディングセク
ションで目標スコアを取得する。

（１）期末試験、TOEICリスニングセクションの結果から総
合的に評価する。

（２）期末試験、TOEICリーディングセクションの結果から
総合的に評価する。

40%

40%

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

TOEIC レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他

総合評価割合 60 30 10 100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ◎

思考・推論・創造への
適用力【適用、分析レベル】

○ ○ ○

汎用的技能
【　　】

態度・志向性(人間力)
【　　】

総合的な学習経験と
創造的思考力【　　】

2単位



教科書 「Step-by-Step Prep for the TOEIC® TEST Step 2 Intermediate Course」( 鈴木希明 他, アルク)

補助教材等 配布プリント他

学　習　上　の　留　意　点

【小テスト】　主に授業で扱った問題から出題しますので、しっかり復習しましょう。
【授業態度について】　「教材を持ってこない」、「私語をする」、「携帯電話を使用する」、「居眠りをする」、「飲食する」、
　「出席したとしても全く授業に参加しない」、といった態度や、配布したプリント類を紛失した場合は、自分だけではなく、
　周りの学生に悪影響を及ぼすので、大幅な減点対象とします。
【勉強の仕方について】　毎日の積み重ねが大切です。TOEICの重要性が叫ばれていますが、まずは多くの単語を覚える
　ことが大切ですので、本の辞書でも電子辞書でも構いませんので、辞書は必ず持参して授業で出てきた単語や表現を
　調べつつ、復習を中心に取り組んで勉強してください。TOEIC公開テストを自主的に受験することも推奨します。

関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 英語

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

TOEICのスコアは、入学試験や就職試験の際に参考として用いられることがよくあります。学習到達目標としてTOEIC400点
台取得を目指していますが、意識的にそれ以上を目指すようにしましょう。また、事情の許す限り公開テストを多く受験して経
験を積んで行ってください。英語の勉強は授業に加えて家庭学習をどれだけ頑張れるかということにかかっています。最後
に、英語の授業は「グローバル化」ということと関連付けられることが多いですが、英語だけを大切にするのではなくて、英語
以外にも世界には数え切れないほどの言葉があって、それぞれとても魅力的でかけがえのないものである、ということも忘れ
ないでください。英語の勉強を通して、自分なりにグローバル化とは何か、ということについて考えてみてください。



回
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12 Unit 18

13

14

15

導入：概要説明
Pre-test

・授業の目的・評価基準・評価方法、教材の確認
・Pre-test＆解説

Pre-testの復習

・前回の復習テスト／・可算名詞・不可算名詞とプレゼン
の英語表現を学びつつ、単語や表現、リスニング問題、
リーディング問題に取り組んでTOEIC形式に慣れる。

Unit 9の復習

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

Unit 9 Advertising (2)

Unit 13 Management

Unit 14 Hospitals

Complaints

・前回の復習テスト／・名詞の働きをする不定詞・動名詞
とプレゼンの英語表現を学びつつ、単語や表現、リスニン
グ問題、リーディング問題に取り組んでTOEIC形式に慣れ
る。

Unit 12の復習

・前回の復習テスト／・形容詞とプレゼンの英語表現を学
びつつ、単語や表現、リスニング問題、リーディング問題
に取り組んでTOEIC形式に慣れる。

Unit 10の復習

・前回の復習テスト／・形容詞の働きをする不定詞・分詞
とプレゼンの英語表現を学びつつ、単語や表現、リスニン
グ問題、リーディング問題に取り組んでTOEIC形式に慣れ
る。

Unit 11の復習

Unit 10 Airports & Airplanes

Unit 11 Shopping

Unit 12 Training & Education

小テスト

発表準備

・前回の復習テスト／・頻度や程度を表す副詞とプレゼン
の英語表現を学びつつ、単語や表現、リスニング問題、
リーディング問題に取り組んでTOEIC形式に慣れる。

Unit 15の復習

・前回の復習テスト／・副詞の働きをする不定詞とプレゼ
ンの英語表現を学びつつ、単語や表現、リスニング問題、

リーディング問題に取り組んでTOEIC形式に慣れる。
Unit 16の復習

・前回の復習テスト／・動詞の後に続く不定詞・動名詞と
プレゼンの英語表現を学びつつ、単語や表現、リスニング
問題、リーディング問題に取り組んでTOEIC形式に慣れ
る。

Unit 13の復習

・前回の復習テスト／・形容詞・副詞とプレゼンの英語表
現を学びつつ、単語や表現、リスニング問題、リーディン
グ問題に取り組んでTOEIC形式に慣れる。

Unit 14の復習

Shipping & Delivery

Meetings (1)

Meetings (2)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 30時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 60時間

定期試験

答案返却・テストの反省
授業アンケート

試験の解説と授業アンケート。

総　学　習　時　間　数 90時間

プレゼンテーション（１） ・グループで、それぞれの課題を発表する 発表準備

プレゼンテーション（２） ・グループで、それぞれの課題を発表する

・前回の復習テスト／・副詞の働きをする分詞構文とプレ
ゼンの英語表現を学びつつ、単語や表現、リスニング問
題、リーディング問題に取り組んでTOEIC形式に慣れる。

Unit 17の復習

・前回の復習テスト／・接続詞とプレゼンの英語表現を学
びつつ、単語や表現、リスニング問題、リーディング問題
に取り組んでTOEIC形式に慣れる。


